
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 市販食肉の食中毒菌等の汚染実態調査－特に鶏肉について－ 

発表学会名 平成 21 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 永田 暁洋（保健衛生部細菌研究グループ） 

発表日時 平成２１年３月４日～５日 

発表内容  市販食肉のサルモネラ属菌、カンピロバクター、サルモネラ菌数および

一般生菌数を検査し、特に鶏肉における総合的な細菌汚染状況を調査した。

材料として平成 20 年 4 月から平成 21 年 12 月に食肉 116 検体（鶏肉 67

検体、豚肉 33 検体および牛肉 16 検体）を用いた。サルモネラ属菌につい

ては血清型別試験および 12 剤の薬剤感受性試験を実施した。 

 サルモネラは豚肉および牛肉からは検出されなかったが、鶏肉では

47/67 検体から 6 種類の血清型のサルモネラを検出した。サルモネラの汚

染菌数は全体的に低かったが、分離株 51 株のうち 47 株（92.2%）が多剤耐

性を示した。カンピロバクターは 17/38 検体（44.7%）から分離でき、13/38

検体（34.2%）はサルモネラおよびカンピロバクターを共に検出した。鶏肉

（n=62）の一般生菌数は 103～108/g の分布で、一般生菌数とサルモネラお

よびカンピロバクターの検出には関連は認められなかった。 

 鶏肉は牛肉および豚肉に比べ、総合的に細菌汚染率が高いことが示唆

された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


